
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）及び水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）を有するビデオ信号のＶ
ＢＩの イン 伝送される補助的なデータのシーケンスの回復動作における同期の
誤りを修正する方法であって、前記水平同期信号

、
　Ｈを信号Ｈｓｙｎｃの期間であり、ΔＨ 第１の所定の時間の経過であるとしたとき、
Ｈ＋ΔＨに等しい期間の終わりに水平同期パル がない場合に 人為的な パルス（ｈ
ａ）が発生され、
　人為的な同期パルス（ｈａ）

ることを特徴とす
る方法。
【請求項２】
　水平同期パル が検出されると同時に、ΔＨ１が第２の所定の時間の経過であるとする
と、Ｈ－ΔＨ１に等しい期間Ｍの間に検出されるべきいかなる信号もマスクする信 が発
生されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　人為的な同期パル が発生する場合、欠けている水平同期パル に続く正しい水平同期

10

20

JP 3986614 B2 2007.10.3

ラ において
は、同期パルス (ｈ )の連続によって形成

され、補助的なデータを回復するために時間ウィンドウの開始を同期させるよう用いられ

を
ス 、 同期

の発生の場合は、補助的データの回復のための時間ウィン
ドウの開始の瞬間（ＷＩＮ１、ＷＩＮ２）が、回復される補助的データのシーケンスの開
始点と前記瞬間（ＷＩＮ１、ＷＩＮ２）を一致させるようにシフトされ

ス
号

ス ス



パル をマスクしないよう マスク信号の持続時 減少されることを特徴とする請求項
２記載の方法。
【請求項４】
　第２の時間の経過ΔＨ１がΔＨ／２に等しいことを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項５】
　期間Ｍの間に少なくとも１つの同期パルスが検出される場合及び、期間Ｈ＋ΔＨの間に
同期パルスが検出されない場合は、誤ったラインを示すパルス（ＢＴＬ）が発生されるこ
とを特徴とする請求項 乃至４のうちいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　第１の時間の経過ΔＨは、４マイクロ秒に等しいように選択されることを特徴とする請
求項５記載の方法。
【請求項７】
　複合ビデオベースバンド信号（ＣＶＢＳ）信号を受信し、複合同期信号（Ｃｓｙｎｃ）
をディジタル計算ユニット（４）へ供給する閾値検出器（２）を有する、補助的なデータ
を回復する装置であって、前記ディジタル計算ユニット（４）は、前記複合 信号（Ｃ
ｓｙｎｃ）から垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）及び水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）を抽出する
よう設計され、
　前記ディジタル計算ユニット（４）はまた、

少なくとも２つの異なる第１及
び第２の瞬間（ＷＩＮ１，ＷＩＮ２）から、探索されたラインに含まれる補助的なデータ
の回復のための時間ウィンドウの開始の瞬間を選択するよう設計された多重化手段（７）
を含 ことを特徴とする装置。
【請求項８】
　ディジタル計算ユニット（４）は並行に機能する２つのユニット、即ち 垂直同期信
号（Ｖｓｙｎｃ）の抽出を行う第１のユニット（１２）と、 水平同期信号（Ｈｓｙｎ
ｃ）の抽出を行う第２のユニット（１４）とを有し、前記第１及び第２のユニッ は閾値
検出器（２）の出力Ｓに接続され、前記第１及び第２のユニットの夫々の出力は、論理Ａ
ＮＤゲート（１６）の第１の入力（ｅ１）及び第２の入力（ｅ２）に夫々接続されている
ことを特徴とする請求項７記載の装置。
【請求項９】
　第１のユニット（１２）は、閾値検出器（２）の出力Ｓに接続された入力と、第１のカ
ウンタ（８）のゼロ化入力（ＣＬＲ）に接続された出力とを有するディジタル積分器（２
０）を有し、前記第１のカウンタ（８）の出力は、ラインデコーダ（２２）を通り、論理
ＡＮＤゲート（１６）の第１の入力（ｅ１）に接続されることを特徴とする、請求項８記
載の装置。
【請求項１０】
　第２のユニット（１４）は、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）を分離する手段（２４）を有
し、前記水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）を分離する手段（２４）は、閾値検出器（２）の出
力Ｓに接続された入力と、多重化手段（７）の第１の入力（２８）へ接続された第１の出
力（２６）と、一方で第１のカウンタ（８）の入力（３２）に、他方で第２のカウンタ（
９）のゼロ化入力（ＣＬＲ）に接続された第２の出力（３０）とを有することを特徴とす
る、請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　第２のカウンタ（９）は、クロックによって供給された周期的なパルスを受信し、多重
化手段（７）へ、第１の瞬間（ＷＩＮ１）と補助的なデータを回復するウィンドウの開始
の第２の瞬間（ＷＩＮ２）とを夫々示す少なくとも２つのディジタル値を供給することを
特徴とする請求項１０記載の装置。
【請求項１２】
　多重化手段（７）は、分離手段（２４）から受信された制御信号と相関的に、第１の瞬
間（ＷＩＮ１）を復号化するよう設計された第１のデコーダ（４０）と、第２の瞬間（Ｗ
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ス に 間が

１

同期

前記水平同期信号は、同期パルス (ｈ )の連続によって構成され、
パルスｈがないことと、人為的なパルス (

ｈａ )による置き換えとによって起こる遅延を考慮して、

む

前記
前記

ト



ＩＮ２）を復号化するよう設計された第２のデコーダ（４２）とを有し、前記多重化手段
（７）の出力は、論理ＡＮＤゲート（１６）の第２の入力（ｅ２）に接続されていること
を特徴とする請求項１ 記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、垂直帰線消去期間（ Vertical Blanking Interval：ＶＢＩ）の所与のライン上
で伝送される、ＴＥＬＥＴＥＸＴ、ＶＰＳ（ビデオプログラミング方式）あるいはＷＳＳ
（ワイドスクリーン通信）のデータといった補助的情報の、例えばテレビジョンスクリー
ン上の表示に関する。
【０００２】
本発明は特に、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ及び水平同期信号Ｈｓｙｎｃを含むビデオ信号の
ＶＢＩの不可視ライン上で伝送される補助的データシーケンスの回復動作中の同期誤りを
修正する方法及び装置に関する。該信号Ｈｓｙｎｃ及びＶｓｙｎｃは、該データの回復の
ための時間ウィンドウの開始を同期させるために使用される。
【０００３】
【従来の技術】
信号Ｖｓｙｎｃは、夫々ビデオラスタの期間に等しい期間を有する方形波ｖの周期的な連
続を含む一方で、信号Ｈｓｙｎｃは、約４マイクロ秒の持続期間を有するパルスｈの連続
を含む。
テレビジョンプログラム伝送の分野では、ＶＢＩの所与のラインは、ＴＥＬＥＴＥＸＴ型
（天気やニュースといった全ての種類の情報或いは株式取引所に関する情報）、或いは番
組の記録の開始がビデオレコーダ或いはチャンネルの自動切り替えの時間にプログラムさ
れることを可能にするＶＰＳ型、或いは閉回路字幕型（難聴者のための字幕を伴った番組
）のいずれかのデータを示すデータを伝送するのに使用されうる。
【０００４】
この情報をビデオ信号から抽出するために使用される回路は、補助的データを含むＶＢＩ
のラインを正確に検出すること及び、該データが夫々の検出されたＶＢＩライン上に起こ
る時間とを正確に検出することが可能でなくてはならない。従来の技術により既知の解法
は、夫々のビデオラスタの開始点でゼロにリセットされ、そのカウントは夫々のビデオラ
インの開始点と同期されるようなラインカウンタを使用することからなる。適切なデコー
ダは、補助的データの回復のための時間ウィンドウを生じさせるために使用される。概し
てウィンドウの開始時間は、例えば色バースト信号が回復されるといった、夫々のライン
に存在する正弦曲線信号を防ぐため、ビデオラインの開始に対して遅延される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
補助的データの回復は従って、探索されるＶＢＩのラインを決定するための垂直同期信号
、及び所与の適当な瞬間に探索されたラインに存在する補助的データの回復のための時間
ウィンドウの開始のための水平同期信号を必要とする。本質的に知られる方法で、該同期
信号は概してビデオ信号と共に伝送されたライン同期信号及びラスタ同期信号から得られ
る。垂直同期信号は、既知のディジタル積分技術によって簡単に得られるのに対して、水
平同期信号Ｈｓｙｎｃはまた既知の方法で、例えば閾値検出器によって得られ、これによ
りその品質は、伝送されたビデオ信号の品質と密接につながっている。これは、伝送され
たビデオ信号が並の品質であれば、同期信号はその検出をでたらめにする品質低下を受け
るためである。これは補助的データの回復シーケンスの同期において誤りを招きうる。こ
れらの誤りは、水平同期パルスがないこと或いは１つ以上の誤った追加的なパルスの存在
からなる。
【０００６】
本発明は、補助的な情報の損失を引き起こすことを免れない同期誤りを検出し、該誤りを
迅速に及び自動的に修正することを目的とする。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の方法によれば、Ｈは信号Ｈｓｙｎｃの期間であり、ΔＨは第１の所定の時間の経
過であるとすると、期間がＨ＋ΔＨに等しい終端における水平同期パルスがない場合は、
人為的な同期パルスｈａが発生される。
このようにして、補助的データの回復の動作は、伝送された信号の品質を損ねることを免
れない、いかなる妨害に対してもより敏感でなくなる。
【０００８】
本発明の方法の第１の特徴によれば、水平同期パルスｈが検出されると同時に、ΔＨ１は
第２の所定の時間の経過であるとすると、Ｈ－ΔＨ１に等しい期間Ｍの間に検出されるべ
き、いかなる信号もマスクするための信号が発生される。
このように、同期誤りを引き起こすことを免れない追加的なパルスの影響は系統的に防止
される。
【０００９】
本発明の方法の本質的な特徴によれば、人為的な同期の場合は、該瞬間は、補助的データ
の回復のための時間ウィンドウの開始の瞬間を回復される補助的データのシーケンスの開
始点と一致させるよう、時間に関してシフトされる。
このシフトは、時間ウィンドウを、少なくとも時間の経過ΔＨマイクロ秒の３倍の時間よ
りも少ない期間の開始点から開始することからなる。当然この期間は、パルスｈがないこ
とによって導入された同期遅延に応じてプログラムされるよう選択されうる。
【００１０】
本発明による方法は、ＣＶＢＳ信号（複合ビデオベースバンド信号）を受信し、複合同期
信号Ｃｓｙｎｃを、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ及び水平同期信号Ｈｓｙｎｃを該複合信号Ｃ
ｓｙｎｃから抽出するよう設計されたディジタル計算ユニットへと供給する閾値検出器を
含む装置によって実行される。
本発明によれば、ディジタル計算ユニットはまた、少なくとも２つの異なる瞬間から、検
索されたラインに含まれる補助的データの回復のための時間ウィンドウの開始の瞬間を選
択するよう設計された多重化手段を含む。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して、非制限的な例により、本発明の他の特徴及び利点を示す。図１は、
スクリーン上に表示されるように設計された画像を搬送する、ビデオ信号のＶＢＩの不可
視のラインによって伝送される補助的データを回復する動作の、同期における誤りを修正
する方法の第１のステップを部分的に示すタイミング図を示す。このビデオ信号は、方形
波ｖの周期的な連続からなる信号Ｖｓｙｎｃ及び水平同期パルスｈの周期的な連続によっ
て形成される信号Ｈｓｙｎｃを含む。該信号Ｖｓｙｎｃ及び該信号Ｈｓｙｎｃは、検索さ
れたライン上に存在する該補助的データの回復のための時間ウィンドウの開始に影響を与
える同期回路に使用される。
【００１２】
図１から分かるように、信号Ｈｓｙｎｃは、ビデオラインの期間に等しい期間Ｈを有する
。点線で示されたパルスｈ２は、非検出パルスを示す。この場合、ＤＨが第１の所定の時
間の経過であるとすると、Ｈ＋ＤＨに等しい期間の終端で、人為的な同期パルスｈａが発
生される。更に、水平同期パルスｈが検出されると同時に、ΔＨ１が第２の所定の時間の
経過であるとすると、Ｈ－ΔＨ１に等しい期間Ｍの間に検出されるべき、いかなる信号も
マスクするための信号が発生される。
【００１３】
本発明の方法の望ましい実施例によれば、時間ΔＨは４マイクロ秒に等しく、ΔＨ１はΔ
Ｈ／２に等しい。
本発明の方法の本質的な特徴によれば、人為的な同期パルスｈａの発生の場合には、開始
の瞬間が回復される補助的データのシーケンスの開始点と一致するように、補助的データ
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の回復のための時間ウィンドウの瞬間がシフトされる。
【００１４】
この段階は、図１に示されるように、同期パルスｈがなく、該パルスｈは、遅延時間と共
に検出される場合に生ずることに注意すべきである。
図１から分かるように、パルスｈの発生は、複合信号Ｃｓｙｎｃの立ち下りに同期される
。従って、信号Ｃｓｙｎｃの落下斜面が現れると同時に、パルスｈ１及び第１のマスク方
形波ＳＭ１が発生される。人為的な同期パルスの発生の場合に、欠けている水平同期パル
スに続く正しい水平同期パルスをマスクすることを防ぐために、マスク方形波ＳＭ１の時
間Ｍは減少される。図１に示されるような、該続くパルスｈ２が検出されず、人為的なパ
ルスｈａが発生される場合には、第２のマスク方形波ＳＭ２は、人為的なパルスｈａの立
ち上りと同期して発生される。該方形波ＳＭ２の期間は、続くパルスｈ３をマスクしない
よう、第１の方形波ＳＭ１の期間よりも少ない。
【００１５】
本発明の方法の他の段階では、ＶＢＩの所与のライン上に存在するどの補助的データが回
復或いは放棄されるかに従って、ＶＢＩのラインに対する品質基準が決定される。該品質
基準によれば、マスク期間Ｍの間に１つ以上のパルスｈが検出される場合及び、期間Ｈ＋
ΔＨの間にパルスｈが検出されない場合は、誤ったラインを示すパルスＢＴＬが発生され
る。パルスＢＴＬの数は次に、図示されていない、検出された誤ったラインの数を数える
働きをする責任がある獲得ユニットへ送られる。しかしながら、図２に示されるように、
パルスＢＴＬは、探索されたラインが誤っていないにも関わらず、半ライン同期信号の夫
々の検出において発生することに注意すべきである。このように発生するパルスＢＴＬの
数は、使用されるテレビジョン規格に依存する。図２の例は、複合同期信号が奇数ラスタ
のために９つの半ライン同期パルスＩ１，Ｉ２，Ｉ３，Ｉ４，Ｉ５，Ｉ６，Ｉ７，Ｉ８及
びＩ９と、偶数ラスタのために９つの半ライン同期パルスＰ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５
，Ｐ６，Ｐ７，Ｐ８及びＰ９とを含むＰＡＬ規格に対応する。これはパルスＩ３，Ｉ５，
Ｉ７及びＩ９はマスク期間の間に発生し、従って夫々パルスＢＴＬ３，ＢＴＬ５，ＢＴＬ
７及びＢＴＬ９を生む。同様に、パルスＰ２，Ｐ４，Ｐ６及びＰ８もまたマスク期間の間
に発生し、従って夫々パルスＢ２，Ｂ４，Ｂ６及びＢ８を生む。該パルスＢＴＬ３，ＢＴ
Ｌ５，ＢＴＬ７及びＢＴＬ９及びパルスＢＴＬ２，ＢＴＬ４，ＢＴＬ６及びＢＴＬ８の出
現は、本発明の方法で確立された品質基準の意味における誤ったラインの検出には対応し
ない。従って該パルスの数は、獲得ユニットによって、獲得ユニットに供給された誤った
ラインの総数から推断される。
【００１６】
ＶＢＩの間の半ラインの検出は、パルスｈｓｙｎｃの損失、そして結果として現ラスタ内
の１つのラインのシフトの原因となる。この場合、正しい再同期は、時間の経過ΔＨに依
存するビデオラインの数の終端において自動的に得られる。ΔＨを、４マイクロ秒に等し
いように選択することにより、再同期は８つのビデオラインの期間の終端において得られ
る。
【００１７】
本発明による方法は、ＣＶＢＳ信号を受信し、複合同期信号Ｃｓｙｎｃを、該複合信号Ｃ
ｓｙｎｃから垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ及び水平同期信号Ｈｓｙｎｃを抽出するよう設計さ
れたディジタル計算ユニット４へと供給する閾値検出器２を含む装置の手段によって実行
される。該装置はまた、補助的データからなるＶＢＩのラインを検出するためのモジュー
ル６を含む。本発明の装置の本質的な特徴によれば、該ディジタル計算ユニット４はまた
、少なくとも２つの異なる瞬間から、検索されたラインに含まれる補助的データの回復の
ための時間ウィンドウの開始の瞬間を選択するよう設計された多重化手段７を含む。
【００１８】
選択された瞬間は、ライン選択モジュール６によって前もって決定される。後者は、探索
されるＶＢＩのラインを示すよう設計された第１のカウンタ８及び、示されたライン内の
時間ウィンドウの開始の瞬間を決定するよう設計された第２のカウンタ９を有する。該第
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２のカウンタ９は、所望の或いは必要な解像度に依存した周波数のクロックパルスを受信
し、該クロックパルスを数えることにより、その終端にウィンドウが開始されねばならな
い期間を決定する。この周波数は例えば１ＭＨｚであり得る。その終端にウィンドウが開
始されねばならない期間は、探索されたＶＢＩのラインの開始から決定される。該ライン
の終端では、カウンタ８は１つのラインだけ増加され、カウンタ９はゼロにリセットされ
る。
【００１９】
本発明の方法を実行する装置の望ましい実施例を示す図５から分かるように、ディジタル
計算ユニット４は並行に機能する２つのユニット、即ち垂直同期信号Ｖｓｙｎｃの抽出に
のみ使用される第１のユニット１２と、水平同期信号Ｈｓｙｎｃの抽出にのみ使用される
第２のユニットとを有し、該第１及び第２のユニットは、閾値検出器２の出力Ｓに接続さ
れている一方で、該第１及び第２のユニットは夫々、基準１６を持つ論理ＡＮＤゲートの
第１の入力ｅ１及び第２の入力ｅ２に接続する。
【００２０】
第１のユニット１２は、閾値検出器２の出力Ｓに接続する入力と、第１のカウンタ８のゼ
ロ化入力ＣＬＲに接続する出力とを有するディジタル積分器２０を有する。該第１のカウ
ンタ８の出力は、ラインデコーダ２２を通り、論理ゲート１６の第１の入力ｅ１へ接続す
る。
第２のユニットは、入力が閾値検出器２の出力Ｓに接続され、第１の出力２６が多重化手
段７の第１の入力２８に接続され、第２の出力３０が一方で第１のカウンタ８の入力３２
に、他方で第２のカウンタ９のゼロ化入力ＣＬＲ１に接続された信号Ｈｓｙｎｃを分離す
る手段２４を有する。後者は、図示されていないクロックによって供給された周期的なパ
ルスを受信し、多重化手段７へ、第１の瞬間ＷＩＮ１と、補助的データ回復ウィンドウの
開始の第２の瞬間ＷＩＮ２とを夫々示す少なくとも２つの数値を供給する。
【００２１】
多重化手段７は、瞬間ＷＩＮ１を復号化できるデコーダ４０と、瞬間ＷＩＮ２を復号化で
きるデコーダ４２とを有する。
作動中には、閾値検出器２は、ＣＶＢＳ（複合ビデオベースバンド信号）を受信し、垂直
同期信号Ｖｓｙｎｃ及び水平同期信号Ｈｓｙｎｃを含む複合同期信号Ｃｓｙｎｃを供給す
る。該信号Ｖｓｙｎｃ及びＨｓｙｎｃは、次に第１のユニット１２及び第２のユニット１
４の中から夫々抽出される。前述のように、信号Ｖｓｙｎｃは、それ自体として知られる
方法で、ディジタル積分器２０から抽出される。信号Ｖｓｙｎｃは、伝送された画像のラ
スタの夫々の終端で第１のラインカウンタ８のゼロへのリセットを同期させるために使用
される。
【００２２】
このように、第１のカウンタ８がＶＢＩのラインを検出する場合、第２のカウンタ９は、
クロックパルスを数えることにより、時間ウィンドウが開始されるべき瞬間を決定する。
該瞬間は、同時に信号Ｈｓｙｎｃを分離する手段２４によって供給された制御信号Ｔｏを
受信する、多重化手段７へ伝送される。期間が６８マイクロ秒に等しい終端でのパルスｈ
がないことによる誤りの場合には、分離手段２４は多重化手段７へ、デコーダ４０を作動
させることによって時間ウィンドウの開始の瞬間を進めるための制御信号Ｔｏを送信する
。後者は、第１の瞬間ＷＩＮ１を復号化し、従ってパルスｈがないこと、及び４マイクロ
秒後のパルスｈａによる置き換えによって起こる遅延を考慮することを可能にさせる。多
重化手段７によって選択された数値は、次に論理ゲート１６の第２の入力ｅ２へと送信さ
れる。論理ゲート１６の出力は、ＶＢＩのライン上で得られ、その数字はラインデコーダ
２２によって論理ゲート１６の第１の入力ｅ１へと供給される補助的データの回復のため
の時間ウィンドウへ供給される。
【００２３】
図６は、幾つかの例により、ＴＥＬＥＴＥＸＴ，ＶＰＳ及びＷＳＳ型の夫々の補助的デー
タＴＸＴ－ＳＷ，ＶＢＳ－ＳＷ及びＷＳＳ－ＳＷを回復するための時間ウィンドウを発生
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するための本発明による装置の使用法を示す。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による複合信号Ｃｓｙｎｃからの水平同期信号Ｈｓｙｎｃの抽出を示すタ
イミング図を示す図である。
【図２】本発明による複合信号Ｃｓｙｎｃからの水平同期信号Ｈｓｙｎｃの抽出を示すタ
イミング図を示す図である。
【図３】本発明による複合信号Ｃｓｙｎｃからの垂直同期信号Ｖｓｙｎｃの抽出を部分的
に示すタイミング図を示す図である。
【図４】本発明による補助的データを回復するための装置のブロック図を示す図である。
【図５】図４の装置の望ましい実施例を系統的に示す図である。
【図６】本発明による方法によって得られる補助的データを回復するための時間ウィンド
ウを例を示す図である。
【符号の説明】
２　閾値検出器
４　ディジタル計算ユニット
６　ライン選択モジュール
７　多重化手段
８　第１のカウンタ
９　第２のカウンタ
１２　第１のユニット
１４　第２のユニット
１６　論理ゲート
２０　ディジタル積分器
２２　ラインデコーダ
２４　水平信号分離手段
２６　第１の出力
２８　第１の入力
３０　第２の出力
３２　入力
４０　デコーダ
４２　デコーダ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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